










1.現時点での胎児治療適応と考えられる病態の概略

胎児治療対象疾患群の選択と現時点で望まれるその臨床管理法を明らかにするために多数

の自検例の解析を行い,治療効果が期待できる,或いは胎児期に治療する事に意義があると

思われる胎児治療を選択すべき胎児の病態が明らかになってきた。胎児治療適応疾患は大

きく分けて 2 つの病態群がある。1 つは胎児の心不全と考えて良い病態であり,もう 1 つ

は放置すれば,胎児発育にともなう奇形連鎖の終末に肺低形成起こる病態群である。


